
「ねえ、ヒツジの絵を描いて」
パイロットである「ぼく」が不時着した砂漠の真ん中で出会ったのはヒツジの
絵を欲しがる小さな「王子さま」でした。
一緒に過ごすうちに「ぼく」は「王子さま」が小さな星からやってきたことや
「バラの花」の言葉に心を傷つけられて自分の星をあとにしたことなどを知
るようになります。そして、地球で出会った「キツネ」がくれた「秘密の贈り
物」のことも。次第に心を通わせていく「ぼく」と「王子さま」。
しかし、別れのときが訪れて・・・

パイロットであるぼくは、砂漠に
不時着し、そこで、不思議な男
の子と出会います。
「ねえ、ヒツジの絵を描いて」
それが、王子さまでした。
「一体…キミ…こんなところで何

してるんだい？」

「ヒツジの絵を描いて」と繰り返
す王子さまに、ぼくはしかたなく
ヒツジを描いてあげました。
「そうじゃないってば…」と否定さ

れ、投げやりになって描いた箱。
それを見た王子さまは叫びます。
「こんなヒツジが欲しかったん
だ」

誰もが子供の頃は見えていた、
箱の中のヒツジ。王子さまに出
会って、少しずつ、ぼくは子供の
頃の感性を取り戻していくのでし
た。

王子さまは、宇宙にあるとても小
さな星から、たった一人で地球
にやってきました。
「ボクの星には、膝くらいの高さ
の火山が三つあってね。ちゃん
と手入れをしていたよ」

そしてある日、王子さまは見たこ
との無い芽を見つけました。
「とっても嬉しかったんだ。だって、
本当にきれいなバラだったんだ
もの。だけど…」わがままなバラ

に、どう接したらいいかわからな
くなり、王子さまは旅に出るので
す。

いろいろな星をめぐり、王子
さまは地球にやってきました。
そこで初めて出会ったのがヘ
ビでした。ヘビは王子さまに
「自分の星が恋しくてたまら
なくなったら、助けてやる
よ」と約束するのでした。

地球のあちらこちらを旅しながら、
王子さまはたくさん咲いているバ
ラを見つけ、ショックを受けます。
そんな時に出会ったのがキツネ
でした。悲しむ王子さまにキツネ
は「本当に大切なことは目に見
えない」と教えてくれました。

バラが特別な存在だったことに
気づいた王子さまは、自分の星
に帰るため、ちょうど１年前に降
り立った地点に戻ってきていた
のです。飛行機の修理も終わり、
喜ぶぼくに待っていたのは、王
子さまとの別れでした。

ずっと一緒にいたいと言うぼくに、
王子さまは「夜になったら星を見
てね。僕の星はとっても小さいか
ら目には見えないけど、その方
がきっと全部の星が好きになる
よ」と笑うのでした。
「ボクたち、いつまでも友達だよ」

約束どおりヘビに助けられ、王
子さまは自分の星へと帰ってい
きました。
ぼくは星を見上げながら、思い
出すのです。忘れてしまってい
た本当に大切なことに気づかせ
てくれた王子さまのことを…。
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